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東
ア
フ
リ
カ
に
位
置
す
る
旧
イ
ギ
リ

ス
領
の
国
、
ケ
ニ
ア
共
和
国
（
以
下
、

ケ
ニ
ア
）。
一
九
六
三
年
に
独
立
し
、

一
九
九
一
年
に
民
主
化
を
果
た
し
て
今

年
で
二
五
年
目
と
な
る
、
新
興
民
主
主

義
国
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
の
ケ
ニ
ア

で
、
選
挙
の
典
型
的
な
風
景
と
い
え
ば
、

五
年
お
き
に
開
か
れ
る
国
政
選
挙
の
日

に
投
票
所
に
で
き
る
長
蛇
の
列
だ
。「
ス

ラ
ム
」
と
い
わ
れ
る
低
所
得
者
居
住
地

域
で
あ
れ
、
大
臣
や
外
交
官
の
邸
宅
が

並
ぶ
高
級
住
宅
街
で
あ
れ
、
行
列
が
で

き
る
こ
と
に
は
か
わ
り
が
な
い
（
写

真
）。
そ
の
映
像
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
な
ど
国

際
メ
デ
ィ
ア
で
も
ケ
ニ
ア
の
選
挙
報
道

で
決
ま
っ
て
使
わ
れ
る
。「
行
列
」
は
、

民
主
化
後
の
ケ
ニ
ア
に
お
け
る
選
挙
の

ひ
と
つ
の
ア
イ
コ
ン
に
な
っ
て
き
た
の

で
あ
る
。

　

早
朝
か
ら
辛
抱
強
く
投
票
の
順
番
を

待
つ
た
く
さ
ん
の
人
々
。
そ
こ
か
ら
も

想
像
で
き
る
よ
う
に
、
ケ
ニ
ア
の
こ
れ

ま
で
の
国
政
選
挙
で
は
、
投
票
率
は
高

ま
る
一
方
で
あ
り
、
一
番
最
近
に
行
わ

れ
た
二
〇
一
三
年
の
大
統
領
選
挙
で
、

そ
の
値
は
つ
い
に
八
六
％
に
達
し
た
。

暴
力
的
に
人
々
が
動
員
さ
れ
て
の
数
値

で
は
な
い
。
ケ
ニ
ア
で
は
、
大
統
領
、

国
会
議
員
ら
が
、
ほ
ぼ
五
年
に
一
度
開

か
れ
る
同
日
選
挙
で
国
民
の
直
接
投
票

に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
仕
組
み
が
と
ら

れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
有
権
者
は
一
八

歳
以
上
の
男
女
、
一
人
一
票
に
よ
る
秘

密
投
票
で
あ
り
、
投
票
す
る
し
な
い
は

自
由
で
あ
る
。

●
集
計
段
階
で
の
混
乱

　

選
挙
当
日
の
投
票
と
開
票
の
段
階
ま

で
に
限
る
な
ら
、
民
主
化
後
ケ
ニ
ア
の

国
政
選
挙
は
か
な
り
平
和
的
に
行
わ
れ

て
き
た
。
ま
っ
た
く
混
乱
が
な
か
っ
た

わ
け
で
は
な
い
が
、
国
内
の
選
挙
監
視

団
も
イ
ギ
リ
ス
連
邦
な
ど
国
際
的
な
選

挙
監
視
団
も
、
投
開
票
段
階
ま
で
は

0

0

0

0

0

0

0

0

相

当
程
度
に
自
由
で
公
正
、
そ
し
て
平
和

裡
に
選
挙
が
行
わ
れ
て
き
た
と
の
見
解

で
一
致
し
て
き
た
（
た
と
え
ば
参
考
文

献
①
）。

　

し
か
し
、
最
近
一
〇
年
間
の
国
政
選

挙
で
は
、
投
開
票
の
あ
と
、
す
な
わ
ち

首
都
の
ナ
イ
ロ
ビ
に
置
か
れ
た
選
挙
管

理
委
員
会
（
以
下
、
選
管
）
本
部
に
お

け
る
集
計
以
後
の
段
階
で
、
大
規
模
な

紛
争
や
混
乱
が
残
念
な
が
ら
く
り
か
え

し
発
生
し
て
き
た
。

　

二
〇
〇
二
年
、
ケ
ニ
ア
で
は
野
党
側

の
大
同
団
結
が
実
を
結
び
、
独
立
後
初

め
て
選
挙
に
よ
る
政
権
交
代
が
起
こ
り
、

Ｍ
・
キ
バ
キ
大
統
領
を
首
班
と
す
る
新

政
権
が
誕
生
し
た
。
し
か
し
、
キ
バ
キ

政
権
は
、
そ
の
後
五
年
間
の
政
権
運
営

に
お
い
て
、
民
主
的
な
新
憲
法
の
早
期

制
定
な
ど
重
要
な
公
約
を
放
棄
し
、
大

統
領
が
属
す
る
民
族
―
―
キ
ク
ユ
―
―

び
い
き
と
み
ら
れ
が
ち
な
政
治
を
行
う

な
ど
、
大
同
団
結
結
成
の
理
念
か
ら
逸

脱
し
て
い
っ
た
。
結
果
、
二
〇
〇
七
年

選
挙
時
点
の
政
権
へ
の
支
持
は
、
キ
バ

キ
大
統
領
の
出
身
地
域
と
そ
の
周
縁
に

ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て
い
た
。

●
「
選
挙
後
暴
力
」
の
発
生

　

最
悪
の
武
力
紛
争
が
発
生
し
た
の
は
、

こ
の
キ
バ
キ
大
統
領
の
再
選
が
問
わ
れ

た
二
〇
〇
七
年
末
の
大
統
領
選
挙
に
お

い
て
、
集
計
結
果
が
発
表
さ
れ
た
直
後

で
あ
っ
た
。
ケ
ニ
ア
の
国
会
議
員
選
挙

区
は
全
国（
国
土
面
積
は
日
本
の
約
一
・

五
倍
）
を
百
数
十
～
数
百
に
細
分
し
て

設
け
ら
れ
て
き
て
お
り
、
国
会
議
員
に

つ
い
て
は
選
挙
区
の
レ
ベ
ル
で
得
票
が

集
計
さ
れ
た
段
階
で
当
選
者
が
事
実
上

確
定
す
る
。
一
方
、
大
統
領
に
つ
い
て

は
全
国
一
区
で
あ
り
、
全
国
の
投
票
結

果
を
す
べ
て
集
計
し
、
得
票
数
で
一
位
、

特集
選挙の風景

津
田 

み
わ

揺
ら
ぐ
国
政
選
挙
への
信
頼

―
選
挙
後
暴
力
後
の
ケ
ニ
ア
―

ナイロビの高級住宅街。投票を待つ有権者たち（2007
年 12 月 27 日増古剛久氏撮影）
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か
つ
全
国
八
州
（
当
時
）
の
う
ち
五
州

以
上
で
の
得
票
率
が
二
五
％
以
上
あ
る

か
ど
う
か
―
―
こ
の
二
つ
が
大
統
領
の

当
選
要
件
だ
っ
た
―
―
を
確
認
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
確
認
作
業
に
あ
た
っ
て
き
た
の

が
、
ナ
イ
ロ
ビ
の
選
管
本
部
だ
っ
た
。

二
〇
〇
七
年
一
二
月
、
こ
の
選
管
本
部

で
の
集
計
プ
ロ
セ
ス
で
、
集
計
結
果
の

不
正
な
操
作
疑
惑
が
発
生
し
た
の
だ
っ

た
。
投
票
か
ら
数
日
が
経
過
し
て
も
、

選
管
本
部
は
大
統
領
選
挙
の
集
計
結
果

を
な
か
な
か
発
表
し
な
か
っ
た
。
選
挙

監
視
団
は
、
通
例
に
従
い
投
票
所
や
選

挙
区
レ
ベ
ル
の
集
計
所
だ
け
で
な
く
ナ

イ
ロ
ビ
の
選
管
本
部
に
も
立
ち
入
る
こ

と
が
で
き
た
が
、
こ
の
と
き
は
投
票
か

ら
数
日
間
に
わ
た
っ
て
選
管
本
部
か
ら

閉
め
出
さ
れ
た
（
参
考
文
献
①
）。

　

一
方
で
、
選
挙
区
レ
ベ
ル
の
集
計
結

果
は
時
々
刻
々
と
報
道
さ
れ
て
お
り
、

当
時
の
野
党
側
が
国
会
で
の
最
大
議
席

を
獲
得
し
た
こ
と
が
早
々
と
確
実
に
な

っ
た
。
加
え
て
、
与
党
側
の
現
職
閣
僚

多
数
が
国
会
議
員
選
挙
で
落
選
確
実
で

あ
る
こ
と
も
続
々
と
報
じ
ら
れ
、
野
党

側
優
位
で
選
挙
結
果
が
出
そ
ろ
い
つ
つ

あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
選
管
本
部
に
よ

る
集
計
の
暫
定
速
報
で
も
、
野
党
側
で

最
有
力
だ
っ
た
Ｒ
・
オ
デ
ィ
ン
ガ
大
統

領
候
補
が
数
十
万
票
の
規
模
で
リ
ー
ド

し
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
た
。
大
統
領
選

挙
の
最
終
的
な
集
計
結
果
の
発
表
前
で

は
あ
っ
た
が
、
選
挙
戦
は
こ
の
段
階
で

は
オ
デ
ィ
ン
ガ
候
補
の
勝
利
と
政
権
交

代
が
必
至
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
投
票
か

ら
三
日
が
経
過
し
た

一
二
月
三
〇
日
午
後
、

選
管
委
員
長
は
、
突
如

と
し
て
国
営
テ
レ
ビ
に

出
演
し
、
現
職
の
キ
バ

キ
大
統
領
が
僅
差
で
オ

デ
ィ
ン
ガ
候
補
を
下
し

て
再
選
し
た
と
発
表
し

た
。「
キ
バ
キ
再
選
」

と
い
う
結
果
発
表
は
、

多
く
の
野
党
支
持
者
に

と
っ
て
は
青
天
の
霹
靂

だ
っ
た
と
い
え
る
。
発
表
の
直
後
か
ら
、

選
挙
に
不
正
が
あ
っ
た
と
し
て
首
都
ナ

イ
ロ
ビ
を
は
じ
め
多
く
の
都
市
部
で
暴

動
が
自
然
発
生
し
た
。
現
職
支
持
と
み

ら
れ
た
住
民
―
―
そ
の
多
く
は
キ
バ
キ

大
統
領
と
同
じ
キ
ク
ユ
人
だ
っ
た
―
―

が
襲
わ
れ
、
命
を
落
と
し
た
。
農
村
部

で
も
、
キ
ク
ユ
人
の
入
植
世
帯
が
襲
撃

さ
れ
た
。
一
方
、
野
党
支
持
者
に
対
し

て
警
察
・
治
安
組
織
は
過
度
な
鎮
圧
を

行
い
、
銃
弾
を
受
け
て
数
百
人
が
亡
く

な
っ
た
。
キ
ク
ユ
人
の
一
部
が
構
成
す

る
過
激
な
自
警
団
は
、
野
党
支
持
者
と

み
ら
れ
る
住
民
―
―
野
党
側
の
オ
デ
ィ

ン
ガ
大
統
領
候
補
と
同
じ
ル
オ
人
、
そ

の
他
ル
ヒ
ャ
人
な
ど
―
―
を
襲
撃
し
た

（
民
族
名
な
ど
は
図
１
参
照
）。

●
様
々
な
改
革
努
力

　

後
に
「
選
挙
後
暴
力
」（
Ｐ
Ｅ
Ｖ
）

と
呼
び
慣
ら
わ
さ
れ
て
い
く
こ
の
紛
争

は
、
ケ
ニ
ア
の
独
立
史
上
最
悪
の
規
模

と
な
り
、
少
な
く
と
も
一
一
三
三
人
が

死
亡
し
た
。
放
火
や
排
斥
な
ど
で
自
宅

に
戻
れ
な
く
な
っ
た
国
内
避
難
民
も
、

一
時
六
五
万
人
に
達
し
た
。
国
際
調
停

が
功
を
奏
し
、
紛
争
は
数
カ
月
で
何
と

か
収
束
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
ケ
ニ

ア
は
現
在
も
な
お
、
国
民
和
解
の
た
め

の
長
い
道
の
り
を
た
ど
っ
て
い
る
。

　

再
度
の
紛
争
を
抑
止
す
る
た
め
の

様
々
な
試
み
の
な
か
で
、
暫
定
憲
法
の

下
で
キ
バ
キ
を
大
統
領
と
し
野
党
側
の

オ
デ
ィ
ン
ガ
を
首
相
と
す
る
大
連
立
政

権
が
、
二
〇
〇
八
年
に
発
足
し
た
。
こ

の
暫
定
政
権
下
で
、
二
〇
一
〇
年
に
は

抜
本
的
に
新
し
い
憲
法
（
以
下
、
新
憲

法
）
の
制
定
に
ケ
ニ
ア
は
こ
ぎ
つ
け
た
。

新
憲
法
で
は
、
紛
争
の
重
要
な
原
因
と

み
ら
れ
た
大
統
領
へ
の
権
力
一
局
集
中

の
解
消
が
試
み
ら
れ
、
二
〇
〇
七
年
選

挙
の
運
営
に
失
敗
し
た
と
い
っ
て
よ
い

当
時
の
選
管
―
―
全
員
を
大
統
領
が
任

命
し
て
い
た
―
―
は
解
散
と
な
っ
た
。

か
わ
り
に
新
憲
法
の
規
定
に
沿
い
、
独

立
の
人
選
委
員
会
に
よ
る
公
募
と
選
定

お
よ
び
国
会
下
院
の
承
認
を
経
て
、
新

委
員
長
と
八
人
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
で

構
成
さ
れ
る
新
し
い「
独
立
選
挙
管
理
・

選
挙
区
確
定
委
員
会
」（
以
下
、新
選
管
）

が
結
成
さ
れ
た
。

　

選
挙
に
関
し
、
新
憲
法
で
は
大
統
領

の
当
選
要
件
も
あ
ら
た
め
ら
れ
、
広
範

囲
で
の
一
定
以
上
の
得
票
と
い
う
枠
組

み
は
維
持
さ
れ
た
一
方
で
、
こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
立
候
補
し
た
候
補
者
の
間
で

最
大
の
得
票
で
あ
れ
ば
当
選
と
す
る
の

で
は
な
く
、
投
票
総
数
の
過
半

0

0

0

0

0

0

0

の
得
票

を
義
務
づ
け
た
。
要
件
を
満
た
さ
な
い

場
合
は
上
位
二
人
の
決
選
投
票
で
よ
り

多
く
得
票
し
た
候
補
が
当
選
す
る
も
の

と
さ
れ
た
。
新
選
管
の
も
と
で
は
そ
の

図 1　ケニアの州（～ 2010 年）と主な民族

カレンジン

キクユ

カンバ

ルオ

ルヒャ

リフトバレー州
東部州

北東州

沿岸州

西部州

ニャンザ州 中央州

ナイロビ

N

（注）	1）州県制は 2010 年の新憲法制定によって廃止され、
以後は 1990 年代の県区分に基づいて設置した 47 のカ
ウンティを単位とする地方分権制が敷かれている。

	 2）民族名は、2009 年国勢調査時にケニア総人口に対す
る比率が 10%以上のもののみを記した。

（出所）�津田みわ「2007 年ケニア総選挙後の危機」『アフリカ
レポート』No.47、3 ページを一部改訂。
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他
、
有
権
者
登
録
と
集
計
プ
ロ
セ
ス
で
、

紙
ベ
ー
ス
だ
け
で
は
な
く
電
子
媒
体
の

併
用
が
試
み
ら
れ
た
。
選
挙
区
レ
ベ
ル

か
ら
選
管
本
部
へ
と
開
票
結
果
が
伝
達

さ
れ
る
過
程
で
数
字
に
齟
齬
の
生
じ
た

二
〇
〇
七
年
選
挙
の
教
訓
に
学
ん
だ
う

え
で
の
改
革
で
あ
っ
た
。

●
再
発
し
た
集
計
段
階
で
の
混
乱

　

と
こ
ろ
が
、
何
重
に
も
試
み
ら
れ
た

こ
れ
ら
の
改
革
努
力
が
実
を
結
ん
だ
か

と
い
え
ば
、
答
え
は
芳
し
く
な
い
。
集

計
段
階
で
の
混
乱
は
、
次
の
大
統
領
選

挙
で
も
再
び
繰
り
返
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

二
〇
一
三
年
三
月
、
新
憲
法
の
下
で

紛
争
後
初
の
大
統
領
選
挙
―
―
上
下
国

会
議
員
な
ど
も
あ
わ
せ
た
同
日
選
―
―

が
実
施
さ
れ
た
。
関
心
の
高
さ
か
ら
、

投
票
率
は
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
八
六

％
と
過
去
最
高
の
値
に
達
し
、
投
票
所

の
長
い
行
列
と
い
う
選
挙
の
風
景
が
い

つ
も
ど
お
り
み
ら
れ
た
。
紛
争
後
初
め

て
の
国
政
選
挙
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、「
伝
統
」
ど
お
り
、
投
票
・
開
票

の
プ
ロ
セ
ス
ま
で
は
平
和
裡
に
進
ん
だ

こ
と
は
、
改
革
努
力
の
重
要
な
果
実
だ

っ
た
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
こ
の
と
き
も
や
は
り
、
ナ
イ
ロ

ビ
の
新
選
管
本
部
に
お
い
て
全
国
レ
ベ

ル
の
集
計
が
行
わ
れ
る
段
階
に
な
っ
て
、

大
き
な
混
乱
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
。

　

電
子
化
さ
れ
、
自
動
的
に
集
計
さ
れ

て
速
報
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
大
統
領
選

挙
結
果
だ
っ
た
が
、
投
票
日
翌
日
の
夕

方
に
な
っ
て
も
新
選
管
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
表
示
さ
れ
る
開
票
率
は
四
割
に
と

ど
ま
っ
た
。
表
示
に
よ
れ
ば
、
現
職
キ

バ
キ
大
統
領
の
支
持
を
受
け
、
キ
バ
キ

と
近
い
支
持
基
盤
を
も
っ
た
Ｕ
・
ケ
ニ

ヤ
ッ
タ
候
補
の
得
票
率
が
五
三
％
、

二
〇
〇
七
年
選
挙
に
続
き
野
党
側
候
補

と
し
て
最
大
の
支
持
率
を
誇
っ
た
オ
デ

ィ
ン
ガ
候
補
の
得
票
率
が
四
二
％
で
あ

っ
た
。
結
局
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
更
新

は
こ
の
時
点
で
予
告
な
く
停
止
し
、
同

日
夜
、
新
選
管
は
電
子
集
計
シ
ス
テ
ム

に
不
備
が
あ
っ
た
と
発
表
し
て
集
計
を

手
動
に
切
り
替
え
た
。

　

混
乱
は
こ
れ
で
終
わ
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
夜
の
発
表
で
新
選
管
は
、
各
候
補

の
得
票
率
に
つ
い
て
、
本
来
な
ら
す
べ

て
の
投
票
を
母
数
と
し
て
産
出
さ
れ
る

べ
き
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ

ま
で
速
報
し
て
い
た
投
票
率
は
、
総
投

票
数
か
ら
誤
っ
て
無
効
票
を
除
い
て
計

算
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
、
と
発
表

し
た
。

　

開
票
率
四
割
の
時
点
で
の
ケ
ニ
ヤ
ッ

タ
候
補
の
得
票
率
は
五
〇
％
を
わ
ず
か

に
超
え
た
の
み
と
さ
れ
て
い
た
が
、
母

数
が
大
き
く
な
れ
ば
そ
れ
だ
け
最
終
的

な
過
半
数
超
え
は
難
し
く
な
る
。
新
憲

法
で
は
、
過
半
の
票
を
得
ら
れ
な
け
れ

ば
決
選
投
票
と
な
り
、
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
は

オ
デ
ィ
ン
ガ
と
一
騎
打
ち
し
な
く
て
は

な
ら
な
く
な
る
。
決
選
投
票
と
な
れ
ば

オ
デ
ィ
ン
ガ
側
は
野
党
票
の
結
集
を
期

待
で
き
る
。
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
候
補
が
初
回

に
過
半
数
を
と
れ
る
か
否
か
は
、
結
果

を
左
右
す
る
重
大
性
を
帯
び
て
い
た
。

そ
の
重
要
な
計
算
方
法
を
、
新
選
管
が

間
違
え
て
い
た
、
と
い
う
発
表
で
あ
っ

た
。
大
統
領
選
挙
の
集
計
は
大
混
乱
の

様
相
を
呈
し
て
い
っ
た
。

　

最
終
的
な
大
統
領
選
挙
の
結
果
発
表

は
、
集
計
の
手
動
へ
の
切
り
替
え
か
ら

さ
ら
に
数
日
後
と
な
っ
た
。
新
選
管
は
、

総
投
票
数
（
一
二
三
三
万
二
八
票
）
に

占
め
る
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
の
得
票
率
が

五
〇
・
〇
七
％
で
過
半
に
達
し
た
と
し

て
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
の
当
選
を
発
表
し
た
。

次
点
は
オ
デ
ィ
ン
ガ
で
得
票
率
は

四
三
・
三
一
％
と
発
表
さ
れ
た
。
ケ
ニ

ヤ
ッ
タ
の
得
票
（
六
一
七
万
三
四
三
三

票
）
は
、
過
半
を
わ
ず
か
八
〇
〇
〇
票

ほ
ど
越
え
た
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
、

こ
れ
に
至
る
新
選
管
本
部
で
の
集
計
過

程
は
き
わ
め
て
混
乱
し
て
い
た
。
オ
デ

ィ
ン
ガ
側
に
と
っ
て
結
果
の
受
入
は
困

難
で
あ
り
、
オ
デ
ィ
ン
ガ
側
は
、
集
計

に
不
備
が
あ
っ
た
な
ど
と
し
て
大
統
領

選
挙
結
果
へ
の
不
服
を
最
高
裁
判
所
に

申
し
立
て
た
。

●
加
速
す
る
社
会
不
安

　

オ
デ
ィ
ン
ガ
側
が
支
持
者
に
対
し
、

法
を
守
り
民
主
主
義
の
手
続
き
に
従
お

う
と
呼
び
掛
け
た
こ
と
も
あ
り
、
表
立

っ
た
暴
力
は
基
本
的
に
回
避
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
集
計
プ
ロ
セ
ス
の
混
乱

以
後
、
ケ
ニ
ア
社
会
で
は
、
オ
デ
ィ
ン

ガ
（
ル
オ
人
）
支
持
か
、
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ

（
キ
ク
ユ
人
）
支
持
か
を
め
ぐ
っ
て
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中

心
に
民
族
的
な
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
日

常
的
に
繰
り
返
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

紛
争
の
再
発
に
つ
な
が
る
と
し
て
、
こ

う
し
た
傾
向
を
諫
め
よ
う
と
す
る
各
大

手
新
聞
紙
上
で
の
論
説
や
、
国
民
和
解

に
携
わ
る
国
内
・
国
際
機
関
双
方
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
が
多
数
出
さ
れ
た

が
、
目
立
っ
た
効
果
は
現
れ
な
か
っ
た
。

　

申
し
立
て
か
ら
二
週
間
後
、
最
高
裁

が
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
候
補
の
当
選
を
支
持
す

る
と
の
判
断
を
示
す
と
、
オ
デ
ィ
ン
ガ

は
記
者
会
見
で
「
不
満
な
が
ら
も
司
法

判
断
に
は
従
う
」
と
述
べ
て
結
果
を
受

け
入
れ
た
。
こ
こ
で
も
表
立
っ
た
暴
力

は
回
避
さ
れ
た
。
し
か
し
、
判
決
の
中

で
最
高
裁
は
、
大
統
領
の
当
選
要
件
で

あ
る
「
投
票
総
数
」
の
な
か
に
無
効
票

は
含
ま
れ
な
い
と
す
る
疑
惑
の
判
断
を

下
し
た
。
最
高
裁
判
断
に
よ
れ
ば
、
新

選
管
の
発
表
よ
り
も
計
算
の
母
数
は
さ

ら
に
減
る
こ
と
と
な
り
、
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
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候
補
の
得
票
率
は
五
〇
・
〇
七
％
で
な

く
、
過
半
数
を
さ
ら
に
大
き
く
超
え
る

こ
と
に
な
る
。
ゆ
え
に
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
の

当
選
は
揺
る
が
な
い
と
い
う
の
が
最
高

裁
の
判
断
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
で
果
た
し
て
司
法
が
中
立
だ
と

い
え
る
の
か
―
―
憲
法
解
釈
の
面
で
疑

問
の
残
る
見
解
と
し
て
、
判
決
は
直
後

か
ら
法
曹
家
を
含
め
広
範
な
層
か
ら
批

判
を
受
け
た
。
野
党
支
持
者
を
中
心
に
、

以
後
は
司
法
の
中
立
性
に
す
ら
疑
義
が

呈
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
は
、
新
選
管
の
中
立
性
に
つ

い
て
も
、
国
際
監
視
団
が
集
計
の
不
備

を
指
摘
し
た
こ
と
に
加
え
、
投
票
を
数

学
的
・
統
計
的
に
分
析
し
た
複
数
の
学

術
研
究
が
、
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
候
補
を
有
利

に
す
る
よ
う
な
集
計
過
程
で
の
水
増
し

が
想
定
さ
れ
る
と
の
結
論
で
一
致
し
た

（
参
考
文
献
②
、
③
、
④
）。
現
在
の
ケ

ニ
ア
は
、
紛
争
後
の
制
度
改
革
に
よ
り

中
立
性
を
高
め
た
は
ず
だ
っ
た
新
選
管

だ
け
で
な
く
、
司
法
の
ト
ッ
プ
で
あ
る

最
高
裁
に
つ
い
て
も
、
共
に
信
頼
性
が

損
な
わ
れ
た
状
態
に
あ
る
と
い
っ
て
よ

い
。
社
会
不
安
は
強
ま
り
こ
そ
す
れ
、

弱
ま
る
気
配
は
な
い
。

●
「
行
列
」
の
ゆ
く
え

　

オ
デ
ィ
ン
ガ
側
が
結
果
受
け
入
れ
を

い
っ
た
ん
表
明
し
た
こ
と
も
あ
り
、

二
〇
一
三
年
の
大
統
領
選
挙
で
は
武
力

紛
争
だ
け
は
回
避
さ
れ
た
。
し
か
し
、

現
在
で
も
当
選
し
た
の
は
自
分
だ
っ
た

と
の
立
場
を
オ
デ
ィ
ン
ガ
は
崩
し
て
お

ら
ず
、
オ
デ
ィ
ン
ガ
ら
野
党
側
は
、
次

回
大
統
領
選
挙
が
翌
年
に
近
づ
い
た
今

年
に
な
っ
て
、
新
選
管
委
員
長
と
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ナ
ー
八
名
の
総
入
れ
替
え
が
な

け
れ
ば
次
回
総
選
挙
を
野
党
側
が
ボ
イ

コ
ッ
ト
す
る
と
発
言
し
始
め
た
。

　

二
〇
〇
七
年
、
二
〇
一
三
年
と
続
い

た
二
度
の
「
失
敗
」
を
経
て
、
オ
デ
ィ

ン
ガ
ら
野
党
側
政
治
家
だ
け
で
な
く
、

と
く
に
野
党
支
持
者
の
人
々
に
と
っ
て
、

選
挙
と
い
う
手
続
き
へ
の
信
頼
は
下
が

る
一
方
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
最
新
の
世

論
調
査
で
も
、
新
選
管
に
よ
る
選
挙
へ

の
信
頼
は
全
国
で
四
割
と
低
い
う
え
、

よ
り
深
刻
な
の
は
そ
の
地
域
差
で
あ
る
。

野
党
支
持
者
の
多
い
ケ
ニ
ア
西
部
、
東

部
、
そ
し
て
イ
ン
ド
洋
沿
岸
地
域
（
図

１
）
で
新
選
管
へ
の
信
頼
度
は
と
く
に

低
い
。
一
方
で
与
党
支
持
者
の
多
い
旧

中
央
州
と
旧
リ
フ
ト
バ
レ
ー
州
で
は
、

新
選
管
へ
の
信
頼
度
は
ゆ
る
ぎ
な
く
高

い
。

　

し
か
も
こ
の
違
い
は
、
ほ
ぼ
そ
の
ま

ま
民
族
的
分
布
に
重
な
る
。
現
在
の
野

党
側
を
率
い
る
の
は
オ
デ
ィ
ン
ガ
（
旧

ニ
ャ
ン
ザ
州
出
身
、
ル
オ
人
）、
Ｋ
・

ム
シ
オ
カ
（
旧
東
部
州
出
身
、
カ
ン
バ

人
）、
Ｍ
・
ウ
ェ
タ
ン
グ
ラ
（
旧
西
部

州
出
身
、
ル
ヒ
ャ
人
）
の
三
人
で
あ
り
、

ル
オ
人
、
カ
ン
バ
人
、
ル
ヒ
ャ
人
に
属

す
る
人
々
が
そ
の
主
た
る
支
持
層
で
あ

る
。
一
方
現
在
の
与
党
側
を
率
い
る
の

は
、
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
大
統
領
（
旧
中
央
州

出
身
、
キ
ク
ユ
人
）
と
Ｗ
・
ル
ト
副
大

統
領
（
旧
リ
フ
ト
バ
レ
ー
州
出
身
、
カ

レ
ン
ジ
ン
人
）
の
二
人
で
あ
り
、
キ
ク

ユ
人
と
カ
レ
ン
ジ
ン
人
が
現
与
党
側
の

主
た
る
支
持
層
で
あ
る
。
与
野
党
の
支

持
層
が
地
域
的
・
民
族
的
な
分
布
と
重

な
り
合
う
傾
向
は
、
一
九
九
一
年
に
民

主
主
義
的
な
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
以
来
、
強
ま
る
一
方
で
あ
り
、

そ
こ
に
問
題
の
さ
ら
な
る
根
深
さ
が
あ

る
。

　

来
年
二
〇
一
七
年
八
月
に
予
定
さ
れ

る
大
統
領
選
挙
そ
の
他
の
国
政
選
挙
で
、

野
党
側
の
大
規
模
な
選
挙
ボ
イ
コ
ッ
ト

は
あ
る
の
か
否
か
。
紛
争
の
再
発
は
防

止
で
き
る
の
か
。
も
し
ボ
イ
コ
ッ
ト
が

実
施
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
民
主
化
後
の

ケ
ニ
ア
で
は
初
と
な
り
、
選
挙
の
暴
力

化
と
の
関
連
は
現
段
階
で
未
知
数
で
あ

る
。
き
わ
め
て
高
い
投
票
率
と
長
い
行

列
、
整
然
と
し
た
投
票
・
開
票
で
知
ら

れ
た
ケ
ニ
ア
の
国
政
選
挙
だ
が
、
同
様

の
選
挙
の
風
景
が
今
後
も
み
ら
れ
る
か

ど
う
か
、
情
勢
は
予
断
を
許
さ
な
い
。

（
二
〇
一
六
年
七
月
七
日
脱
稿
）

（
つ
だ　

み
わ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

　

ア
フ
リ
カ
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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